
F F G の存在意義

一歩先を行く 発想で、地域に真のゆたかさ を。

わたし たち の価値観

あな たのいち ばんに。

経済的・ 物質的・ 精神的にゆたかな 地域社会創り たい社会

①みんなの銀行が持つシステム・ サービスの開発能力、BaaS連携のノ ウハウ等を活用すること で、FFGのリアル銀行のサービスを

高度化し 、取引先と の関係を強固にすること で、競合と の差別化を実現

②首都圏や海外、資本性ビジネスなどの成長が期待できる地域・ 分野におけるビジネス拡大を通じ て得たノ ウハウを地域企業に

提供すること で、他社には無い新たな付加価値を提供

　 長期戦略を実行するための原動力と なるのは、「 FFGの理念体系」に定めたわたし たちの価値観である

「 あなたのいちばんに。」と FFGの存在意義である「 一歩先を行く 発想で、地域に真のゆたかさ を。」です。

この二つは互いに補い合い、「 創り たい社会」への原動力と なります。

【 基本方針Ⅰ,Ⅱ,Ⅲの相互補完・ 相乗効果  ⬅ ①②】

【 基本方針Ⅴ】 P.4 9

強靱な基盤造り 事業を支える経営基盤の進化

【 基本方針Ⅳ】 P.4 5

【 基本方針Ⅰ】 P.3 5

アプロ ーチの革新 FFGの強みを 活かし た新たなアプロ ーチ

既存ビジネスの変革

デジタル/A Iでお客さ まを 深く

理解し 、ヒト のきめ細かさ で

ニーズに応えるサービスを提供

【 基本方針Ⅱ】 P.3 9

新たな価値創造

商業銀行を 超えた

新たな付加価値で

九州の産業振興をリ ード

【 基本方針Ⅲ】 P.4 1

新たな収益の獲得

成長地域・ 分野における

ビジネスの拡大

①

②

マテリアリ ティ： 地域の産業振興、気候変動対応、デジタル社会対応、人生1 0 0 年時代対応

価値創造スト ーリ ー

重要な環境変化と FFGの対応 長期戦略の全体像

　 長期戦略の検討にあたり 、今後想定さ れるさ まざまな

環境変化の中から 、そのド ラ イバーと なる 重要な変化に

ついて、役員間で議論を 行いまし た。

　 そこ から 、環境変化のド ラ イバーが顧客セグメ ント ごと

に与える影響を分析し 、地域と FFGにもたらす「 リスク 」と

「 機会」に分けて整理を行いまし た。

　 その上で、地域にもたらす「 リスク 」の中で、 FFGが創り

たい社会の実現に向けて、能動的に解決に取り 組む課題

を “マテリ アリ ティ ”と 位置づけ、FFGに及ぶ「 リスク 」の中

で、経営上特に注視すべきリ スクを “ト ップリ スク ”に設定

しています。

　 また、“マテリアリ ティ ”の解決に向けた取組みをFFGに

とってのビジネス機会と 捉え、長期戦略の基本方針と 重点

取組を決定し まし た。

　 長期戦略を 実行すること が、マテリ アリ ティ の解決と

ト ップリ スク への対応と なり 、その先に、FFGが創り たい

社会の実現につな がる 、一連の価値創造スト ーリ ーと

なっています。

　 マテリ アリ ティ を 解決し 、FFGが創り たい社会を 実現するため、長期戦略に以下5 つの基本方針を 定めまし た。

Ⅰ．既存ビジネスの変革、 Ⅱ．新たな価値創造、 Ⅲ．新たな収益の獲得、 Ⅳ．アプロ ーチの革新、 Ⅴ．強靭な基盤造り

　 こ れら の基本方針に基づき 、長期戦略および、具体的なアクショ ンを 実行してまいり ます。S T E P 1

S T E P 3

S T E P 2

S T E P 4

長期的に重要な環境変化を 特定

今後想定さ れる 環境変化の中で、ド ラ イバー

と なる長期的かつ重要な変化について役員間
で議論

マテリ アリ ティ の特定

「 地域」にも たらす「 リ スク 」の中で、FFGが能

動的に解決に取り 組む重要課題をマテリ アリ

ティ に選定

リ スクと 機会を整理

顧客セグメ ント ごと に、影響を 分析し 、地域と

FFGにもたらす「 リスク 」と「 機会」を整理

PD C A の実践

マテリ アリ ティ の解決に向けた長期戦略およ

び各重点取組の目標経営指標を定め、進捗状

況を管理し 、PDCAを実践
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マテリ アリ ティ の決定プロ セス

地域と FFG のリ スクと 機会

環境変化の

ド ライバー

地域 FFG

リ スク（ マテリ アリ ティ ） リスク（ ト ッ プリ スク ） 詳細P9 9 機会（ 事業戦略）

人口動態の変化

地域経済の縮小

⇒地域の産業振興

高 齢社会

⇒人生1 0 0 年時代への対応

地域経済の縮小による顧客基盤の縮小

⇒人財不足による持続的成長の停滞

⇒顧客基盤の縮小

事業承継・ 産業再編ニーズの拡大

生産性向上への投資増加

資産形成ニーズの拡大

サステナビリティ

への関心の高まり

基幹産業の海外移転による 産業の空洞

化、地域企業のト ランジショ ン遅れ　

⇒気候変動への対応

基幹産業の海外移転による 産業の空洞

化、地域企業のト ランジショ ンの遅れによ

る顧客基盤縮小　 　 　

⇒気候変動に関するリスク

GX投資・ 支援ニーズの拡大

急激な

市場環境の変化

市場変動への対応の遅れによる

地域企業の業績悪化

⇒地域の産業振興（ を通じ た地域企業の

強靭化）

急激な市場変動に伴う 、資金収益の減少、

債券評価損の拡大、預金流出

⇒国内外の金融市場の不安定化

⇒国内外の流動性リスク

市場環境の好転による資金収益の拡大、

債券評価益の拡大

投資の多様化・ 高 度化

産業振興

国策による 成長支援に乗り 遅れ、地域産

業が衰退

⇒地域の産業振興

GX投資・ 支援ニーズの拡大

スタ ート アップ支援ニーズの拡大

各種設備投資の増加

生成AIや

新たな金融技術

地域企業のデジタル化の遅れ

システム障害・ サイバー攻撃　

⇒デジタル社会への対応

デジタル社会の急速な進展に伴う 競争力

の低下

システム障害・ サイバー攻撃

デジタル/A Iを活用し た、生産性向上、

新たなサービス提供

地政学リスクの

上昇

国際社会分断による世界経済の低迷 国際社会の分断による 事業前提の変化　

⇒社会環境の前提を変え得る外的リスク

（ 地政学・ 自然災害等）


